
電子申告ゲートの利用促進について 

             神 戸 税 関 

 

1．現在、6空港で電子申告ゲートを運用中です。 

＜運用中の空港＞ 

・成田国際空港（第 1、第 2、第 3ターミナル）  

・羽田空港（第 3ターミナル）、 

・関西国際空港（第 1ターミナル北ウイング、第 2ターミナル） 

・中部国際空港（第 1ターミナル） 

・福岡空港 

・新千歳空港  ※今年度中に、那覇空港にも導入予定 

 

2. 新型コロナウイルス感染症対策にも有効です。 

  電子申告ゲートは人・人接触を軽減するものであり、ICAO（国際民間航空機関）及び

IATA（国際航空運送協会）は、新型コロナウイルス感染症対策の一つとして、電子申告

を推奨しています。 

感染症対策のためにも、ぜひ、電子申告ゲートをご利用ください。 

 

3. パスポートとＱＲが必要です。 

  日本の空港の税関検査場に設置された電子申告端末で、パスポートとアプリで作成し

た QR を読み取らせることにより「携帯品・別送品申告書」の提出が完了します。その際、

ゲート通過の時に必要となる顔認証用の写真を撮影します。 

 

4．顔認証でゲートを通過できます。 

電子申告端末での手続きが完了したら、そのままゲートをスムーズに通過できます。 

 

＜参考＞ 

※税関職員による検査を受ける場合があります 

※顔認証のために撮影された写真は、ゲート通過後、すぐに消去されます。 

※免税範囲を超えた携帯品や別送品の申告等がある場合は、税関職員のいる検査台に

案内されます。 
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